
古文 主語の書き込み古文 主語の書き込み
解答編　理由つき

全10問

名前 日付 得点 1 / 2

「て」「つつ」に○、「が」「ば」「に」に△をつけ、各動作の主語を書きましょう。

11 翁、竹を取りて、かごを作りて、売りけり。
主語

すべて翁すべて翁 「て」が2回。主語は変わらない

22 翁、竹を取りしが、女、これを見て驚きけり。
主語

取る＝翁／驚く＝女取る＝翁／驚く＝女 「が」で主語が変わる

33 男、山に登りて、月を見て、歌を詠みけり。
主語

すべて男すべて男 「て」でつながっている

44 帝、これを聞こしめして、いたく驚かせたまひけり。
主語

すべて帝すべて帝 尊敬語が続いている

55 童、走り出でて、門を開けば、客、入り来たり。
主語

走る・開く＝童／入る＝客走る・開く＝童／入る＝客 「ば」で主語が変わる

66 僧、経を読みつつ、鐘を鳴らしけり。
主語

すべて僧すべて僧 「つつ」は主語が変わらない
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古文 主語の書き込み古文 主語の書き込み
解答編　理由つき

全10問

名前 日付 得点 2 / 2

「て」「つつ」に○、「が」「ば」「に」に△をつけ、各動作の主語を書きましょう。

77 姫君、文を書きたまひて、女房に渡したまふ。
主語

すべて姫君すべて姫君 尊敬語「たまふ」が続く

88 男、女に物を言ふに、女、答へず。
主語

言う＝男／答えない＝女言う＝男／答えない＝女 「に」で主語が変わる

99 老人、道を教へて、去りぬ。
主語

すべて老人すべて老人 「て」でつながっている

1010 主人、召し使ひを呼びければ、召し使ひ、参りけり。
主語

呼ぶ＝主人／参る＝召し使い呼ぶ＝主人／参る＝召し使い 「ば」で主語が変わる
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